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を抱いた青年に出会った。その人が豊樹さんだった。そして故郷の為ならと言う事で、歳は私と違い若
かったが気が合って最初の曲「温泉大分日本一」が生まれた。それから歌手さがしにも苦労した。すべて
マネーがともなうが、熱意と情熱で相応に事は進んだ。編曲、録音、レコード会社、CD製作もろもろ
と、次から次へと時間と負担はかかっていったが、夢の実現と誰かに少しでもお役にたつかも知れない
と言うわくわく感が大きく芽を吹いた。そして10曲ほどが生れた。この内の 4曲が日の目を見た。だが
豊樹さんはコロナで他界し相棒をなくした……。今回のディナーコンサートはそんな大きな事情も重
なった。故郷でのコンサートに 7年前の時、同級生が35人も協力してくれたが、高齢や不自由で今回は
1人だった。コロナ後の環境の変化、物価高や高齢化で事情は様変りだった。そんなわけで集客に苦労
もした。しかし、私の人生の楽しいイベントの名場面でもあった。
　皆様のおかげで無事に終了し、数十人から内容も「大変良かった」とおほめを頂いた。

　組合月報に毎月記載させて頂き、通算37年、この上ない幸せに感動と感謝の日々である。
　青木行雄は、昭和12年 7 月 1 日大分県中津市耶馬溪町に生れ、87歳になった。目は0.7、耳は正常、体
はいたって健康。きらいな食べ物はない。酒は少々。まだ大病はしたことがない。車も毎日（月曜から
金曜日まで）、千葉から江東区の会社まで32kmを運転し、かよっている。
　コンサート「真夏の夜の夢」の実現でした。

令和 6年 7月21日　記

「温泉大分日本一」の歌で、振付けの踊り子が20人、歌を
もり上げてくれた。

熱唱する芹洋子さんはNHKの紅白歌合戦にも出た。歌唱
力はまだおとろえていない。今も変わらず素晴らしい。

2月コンサート打合せに中津行きの
折、富士山上空より写す。かなりの
雪で大変美しかった。

7月 5日中津行きの時富士山上空よ
り写す。雪はなかった。雲に廻りを
とりかこまれていた

7月 5日大分行きの時大阪上空を通
り、大阪万博会場の木造円形の様子
が見えた。
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